
 

地区防災計画学会第 10 回大会スケジュール 
 
 
日時 2024 年 3 月 2 日（土）9：00～17：30（予定） 
主催 地区防災計画学会 
共催 情報通信学会災害情報法研究会、一般財団法人関西情報センター 
後援 Yahoo!基金 
会場 オンライン開催 

 

 
【個人報告】（各個人報告 10 分、各セッション討論 15 分） 
 

 
時間 司

会 第１会場 司
会 第 2 会場 

セ
ッ
シ
ョ
ン
１ 
・ 
２ 

9:15～ 

１ 

澤
田
雅
浩
︵
兵
庫
県
県
立
大
学
︶ 

①竹之内健介（香川大学）ほか「コミ
ュニティ防災を巡る最適化防災と生
活防災の議論」 

２ 

磯
打
千
雅
子
︵
香
川
大
学
︶ 

⑤杉山高志ほか（九州大学）「生成 AI 
を用いた地区防災計画の可能性の検
討」 

9:25～ 

②東善朗（岐阜大学）「地区防災にゲ
ーミフィケーションを用いる意義に
ついて ―人集め/意識向上/行動促
進/活動積極化―」 

⑥大山武人ほか（大阪公立大学）「地
区防災計画に関連した活動における
情報共有の新たな発想「防災のシェ
ア」の提案とその効果―３地区をつな
いだリモートワークショップについ
ての考察から―」 

9:35～ 
③矢守克也ほか（京都大学）「防災×
脱炭素×福祉」による地区防災計画の
推進」 

⑦伊藤弘人（東北医科薬科大学）ほか
「事前復興からみた地区防災計画と医
療」 

9:45～ 
④田中隆文（名古屋大学）ほか「長野
県泰阜村三耕地地区における地区防
災計画の策定」 

⑧和藥真理子ほか（大阪公立大学）「集
合住宅における災害時物資運搬を想
定した図上訓練の考案」 

9:55～  全体討論  全体討論 

10:10～10:15 休憩 

  

【プログラム】   
 総合司会 西田佳弘理事・坊農豊彦理事・金思穎理事 
9:00～9:05 開会挨拶 室﨑益輝 名誉会長 
9:05～9:10  金井萬造 最高顧問 



 

セ
ッ
シ
ョ
ン
３ 
・
４ 

10:15～ 

３ 

林
秀
弥
︵
名
古
屋
大
学
︶ 

⑨金思穎（専修大学）ほか「コロナ後
のコミュニティ防災に関する考察―
地区防災計画制度施行 10 年を受けて
―」 

４ 

矢
守
克
也
︵
京
都
大
学
︶ 

⑬原裕樹（公益財団法人味の素ファン
デーション）ほか「「食」を通して支
援の担い手を拡げ、地域コミュニティ
を活性化させる工夫を考える」 

10:25～ 
⑩布施匡章（近畿大学）ほか「コロナ
後のコミュニティと防災活動の関係
―参加者アンケート調査より―」 

⑭小山真紀（岐阜大学）ほか「地区防
災計画の特徴分析―計画作成を促進
するために―」 

10:35～ 

⑪竹中篤（一般財団法人関西情報セン
ター）「支援側から見た地区防災計画
制度 10 年の歩み―次の 10 年に向け
て―」 

⑮大本航ほか（九州大学）「参加型デ
ザインが地区防災計画の実践に与え
る影響―高知県黒潮町錦野地区にお
ける横断幕制作を例として―」 

10:45～ 

⑫中世古二生(岐阜県立看護大学)「災
害文化から「地区防災計画」を考える
―津波常襲地域の三重県大紀町錦地
区―」 

⑯湯井恵美子（福祉防災コミュニティ
協会）ほか「地区防災計画における個
別避難計画の位置づけに関する考察
―吹田市の個別避難計画策定プロセ
スから―」 

10:55～ 全体討論 全体討論 

11：10～11：15 休憩 

セ
ッ
シ
ョ
ン
５ 
・ 
６ 

11:15～ 

５ 

生
田
英
輔
︵
大
阪
公
立
大
学
︶ 

⑰髙木朗義（岐阜大学）ほか「『アプ
リ減災教室』を用いた非専門家による
災害への備え促進―岐阜大学生が身
近な人の災害への備えを促進した事
例に基づいて―」 

６ 

加
藤
孝
明
︵
東
京
大
学
︶ 

㉑李旉昕（茨城大学）ほか「地域防災
における住民と専門家の関係性の検
討―台湾の自主防災組織の育成を事
例に―」 

11:25～ 
⑱黒澤宗一郎ほか（京都大学）「歴史
災害の記録を活用した防災学習教材
の検討」 

㉒梁梓超ほか（九州大学）「地域と学
校が連携した防災教育の日中比較」 

11:35～ 

⑲田中耕司（大阪工業大学）ほか「生
活防災の概念からスタートした地区
防災活動の進展に関する考察―紀宝
町鮒田地区の地区防災の振り返り―」 

㉓中野元太（京都大学）ほか「在留外
国人との防災の場づくり―共生社会
を目指して―」 

11:45～ 

⑳保田真理ほか （東北大学）「地区防
災計画作成を見据えた女性のワーク
ショップ―活動組織と年間活動計画
に注目して―」 

㉔北村弥生（長野保健医療大学）「町
会の活動における個別避難計画作成
と要配慮者支援―災害時避難行動要
支援者名簿を契機にした地区防災計
画作成の 2 年目の試み―」 

11:55～ 全体討論 全体討論 



 

12:10～13:00 昼食休憩 

セ
ッ
シ
ョ
ン
７ 
・
８ 

13:00～ 

７ 

竹
之
内
健
介
︵
香
川
大
学
︶ 

 

㉕澤田雅浩（兵庫県立大学）ほか「大
規模マンションにおける耐震補強工
事の実現プロセス―神戸市中央区港
島地区での取り組みから―」 

８ 

田
中
隆
文
︵
名
古
屋
大
学
︶ 

㉙磯打千雅子（香川大学）「地区防災
計画における想定未来と共助が生み
出す空間的効果に関する考察」 

13:10～ 
㉖浅野幸子(早稲田大学）「緑ヶ丘西地
区（千葉県八千代市）の地区防災計画
の特徴と意義」 

㉚大平真弓（応用地質株式会社）ほか
「継続的な地域防災活動を支える人
材育成と活動事例に関する考察―阿
見町における地区防災計画作成の取
組から―」 

13:20～ 
㉗生田英輔（大阪公立大学）ほか「小
学校 PTA 活動を起点とした地域防災
活動の展開と地区防災計画改定」 

㉛林秀弥（名古屋大学）「令和６年能
登半島地震における緊急人命救助を
目的とした安否不明者の位置情報検
索の役割とその課題」 
 

13:30～ 

㉘田中穂乃香ほか（京都大学）「黒潮
町における聴覚障がい者の個別避難
計画の作成―夜間の情報伝達と大規
模避難訓練での情報保障に着目して
―」 

㉜西澤雅道（元福岡大学）「地区防災
計画制度 10 年を振り返って―地区防
災計画ガイドラインからモデル事業
まで―」 

13:40～ 全体討論 

㉝山中晶一（高知市役所）「立場や地
域を超えた連携・協働のマインドと行
動力」による平時の課題解決と地区防
災計画 

13:50～  全体討論  全体討論 
 
14:05～14:30 説話「地区防災計画制度施行 10 年を迎えて」 室﨑益輝 名誉会長 
 
14:30～15:30 シンポジウム①「地区防災計画制度施行 10 年を迎えて―23 年度モデル地区の状況―」  

2023 年度地区防災計画モデル事業の 6 地区の事例を踏まえて、地区防災計画制度施行 10 年を振り返り
つつ議論を行う。 

   
シンポジスト  磯打千雅子 香川大学准教授 

      金 思穎  専修大学兼任講師 
      田中耕司  大阪工業大学特定研究員 
      田中隆文  名古屋大学准教授 
      中世古二生 岐阜県立看護大学非常勤講師 



 

      竹中 篤  一般財団法人関西情報センター常務理事 
モデレーター  西澤雅道  元福岡大学准教授 

 
15:30～15:40 休憩 
 
15:40～16:40 シンポジウム②「能登地震を受けた地区防災計画づくりの在り方」  

2024 年 1 月１日に発生した能登地震での災害対策状況を踏まえつつ、地区防災計画づくりの在り方につ
いて議論を行う。 

 
シンポジスト 室﨑益輝  神戸大学名誉教授 

加藤孝明  東京大学教授 
布施匡章  近畿大学教授 
林 秀弥  名古屋大学教授 

モデレーター 矢守克也  京都大学教授 
 
16:40～17:00 学会賞表彰 

【論文賞】  
・浅野幸子（早稲田大学）・福冨真子・谷村景弓・公文資子（こうち減災女子部）・梅原朋美・町田友里・稲田

佳奈・神原咲子（高知県立大学） 
「地区防災計画策定プロセスにおける多様性・社会包摂の視点の標準的な導入可能性の検討―高知市および
潮江南地区での取り組み事例から―」 
『地区防災計画学会誌』第 25 号掲載 

【奨励賞】  
・近藤誠司・小山倫史・森本将吾（関西大学） 
「防災事業における外部変数に関する基礎的考察―福井市高須集落における避難計画策定プロジェクトを例
に―」 
『地区防災計画学会誌』第 28 号掲載 

【功労賞】  
・竹中篤（一般財団法人関西情報センター） 
 

（以下、正会員限定） 

 

17:05～17:20 総会説明 西澤雅道 会長代理 
 坊農豊彦 理事・事務局次長 
 西田佳弘 理事 
 金 思穎 理事・青年部長 
17:20～17:25 閉会挨拶 矢守克也 会長 


